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はじめに

本稿は、これまで日本国内では詳細に紹介されることのなかった英国の前衛美術運動の一端を、
特に「地方都市における前衛美術運動（provincial avant―garde）」としての性格が強いリーズ・
アーツ・クラブ（the Leeds Arts Club,１９０３―１９２３）［図１］の活動ならびに思想の独自性を中心
に明らかにすることを目的とした３カ年研究課題の中間報告である（１）。本課題においては、この
前衛美術運動と英国地方都市リーズとの関係を、政
治学、文化行政学、教育学の側面も含めつつ分析し、
首都ロンドンではなく一地方都市が美術教育と芸術
文化振興において大きな役割を果たすようになった
経緯を確認しつつある。加えて、この研究の成果を
踏まえつつ、日本での芸術による地域振興ならびに
芸術思想・教育の拠点育成に寄与する提言をまとめ
ることも目指している。本報告では、これまでに入
手した膨大な量の資料を整理してリーズ・アーツ・
クラブの歴史的概略を示すこととする。

１．リーズ・アーツ・クラブ（LAC）の設立背景

英国の地方都市リーズは、しばしばロンドン、マンチェスター、バーミンガムに次ぐ英国第四
の都市と言われており、都市圏の規模としては首都ロンドンの約１８％（人口比）あるいは約２８％
（面積比）程度に過ぎない。しかし、リーズ美術学校は、抽象彫刻を国際的に牽引したヘンリー・
ムーア（Henry Moore,１８９８―１９８６）やバーバラ・ヘップワース（Barbara Hepworth,１９０３―１９７５）、
またターナー賞を受賞した現代美術の代表的人物であるダミアン・ハースト（Damien Hirst,１９６５
―）らを輩出し、またリーズ大学の歴代の美術史教授陣には、古くはハーバート・リード（Herbert

Read,１８９３―１９６８）、クエンティン・ベル（Quentin Bell,１９１０―１９９６）、現在はグリゼルダ・ポロッ
ク（Griselda Pollock,１９４９―）という錚々たるメンバーが名前を連ねている。もともとリーズ市
を含むヨークシャー地方は、１８世紀半ばに興った産業革命以降、石炭産業と羊毛・織物産業を背
景に発展した地域であり、また１８９３年にはブラッドフォード市で独立労働党（ILP）が結成され
たこともあって、革新的な政治理念と先進的な美術実践が共存する土壌が用意されていた。実際、
リードの伝記を書いたディヴィッド・シスルウッドの記述通り、「リーズはロンドンに次ぐ英国
前衛美術運動の中心」（Thistlewood,１９８４：２５）として認められている（２）。産業革命が一段落す
ると、リーズはすぐさま産業形態を一新し、今日でも金融・印刷・観光によって英国を代表する
地方都市の一つとなるとともに、ヨークシャー地方もまた――「ヨークシャーなまり」や「ヨー
クシャー・マフィア」といった言い回しに代表されるように――ロンドンを中心とする英国文化
とは一線を画する伝統を保っていると言われている。

図１ リーズ・アーツ・クラブ標識
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多くの研究が検証しているように、英国の１９世紀末から２０世紀初頭は、首都ロンドンでアーツ
＆クラフツ運動に触発された知識人たちによる社会改革運動が興り、そこから貧困層に対して職
工教育と職住近接環境を提供するトインビー・ホールに代表されるセツルメント運動が開始さ
れ、その対象を中流層にも拡張することによって田園都市の構想へと展開していった時期である。
こうした時期、１９０３年に始動したリーズ・アーツ・クラブは、文字通り地方都市リーズを拠点と
した文化運動であり、初期にはギルド社会主義の影響を受けていた（３）。その設立メンバーには、
ILPやフェビアン協会などの革新思想に啓発された学校教師アルフレッド・オレイジ（Alfred

Orage,１８７３―１９３４）、『ギルド復興（The Restoration of the Gilds）』の著者で建築家のアーサー・
ジョセフ・ペンティ（A. J. Penty, １８７５―１９３７）、そして文芸評論家ホルブルック・ジャクソン
（Holbrook Jackson, １８７４―１９４８）、さらには、ILPの創設者でフェミニズム活動家のイザベラ・
フォード（Isabella Ford,１８５５―１９２４）がいた。フォードはリーズで有数のクエイカー教徒の家系
に生まれ、彼女の著書『門出（On the Threshold）』（１８９５）は慣習的な男性性を厳しく批判した
ものだった。こうして、LACにはフェミニズム思想も流入し、このクラブのなかでメアリー・
ガウソープ（Mary Gawthorpe,１８８１―１９７３）のような婦人参政権論者も育っていったのである。
上述のようなリーズの革新的な雰囲気の基盤形成においてとりわけ中心的な役割を果たしたの

がオレイジであり、彼は１８９３年にリーズの学校に新任教師として着任して以降、ILPに積極的に
関わるようになった。オレイジが社会的神秘主義者（social mystic）でかつ同性愛者の権利擁護
者として知られるエドワード・ポインター（Edward Poynter, １８３６―１９１９）の弟子であったこと
から、ポインターは定期的に LACで講演を行った。同じ頃、オレイジは、リーズに近接するブ
ラッドフォード市の出版社から刊行された『想念形体 （Thought Forms）』（１９０１）の著者ア
ニー・ベザント（Annie Besant,１８４７―１９３３）が率いる神智学のサークルにも参加していた。先出
のジャクソンによれば、LACのプログラムは、「ニーチェ主義のリーズへの還元」であり、英国
で最も早くニーチェの翻訳と解説をもたらしたのは LACであった（４）。LACの夜間の連続講演の
中心テーマは、ウォルター・ペイター（Walter Pater, １８３９―１８９４）の唯美主義とニーチェの超人
思想を融合しようとしたものであり、それによると、人間は革新的な意識変革の一歩手前までき
ているが、この変革を実現するためには、政治的手段に訴えるのではなく芸術によるべきだと考
えられていた。労働者の運動はまさしく芸術による運動であるとされ、実際に１９０５年の講座プロ
グラムを見ると、LACのスタッフは芸術家や作家とともに英国北部全域を定期的に巡回し、そ
こで人々の声を聴き、討論をしていた。クラブに転機が訪れるのは、１９０５年にジョージ・バーナー
ド・ショー（George Bernard Shaw,１８５６―１９５０）の講演が行われたときであった。ショーはその
とき、当時経営難にあったキリスト教社会主義の雑誌『The New Age』をオレイジとジャクソ
ンが買収できるように力を貸し、その結果、前衛運動を首都にも拡大したいと願っていたオレイ
ジはロンドンへと転居することとなる。

LACの前半の活動を支えた中心人物がリーズを離れた後、この町を前衛美術運動の拠点へと
展開する後押しをしたのが、１９１１年にリーズ大学副総長に着任したマイケル・サドラー（Michael

Sadler, １８６１―１９４３）であった。美術教育学者であったサドラーは、１９１０年代を通じてリーズ市美
術館の学芸員として同時代の英国モダンアートを牽引した美術批評家フランク・ラター（Frank

Rutter,１８７６―１９３７）とともに、LACを主導し、先に紹介したような現代美術運動の中心地として
のリーズの地位を築いたと言える。
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２．マイケル・サドラーの試み

英国の教育者・教育学者であり、大規模な美術品収集家でもあったサドラーは、１９１１年にリー
ズ大学の副総長に任命され、当時の英国では先駆的な教育改革を実践することとなる。リーズ大
学は、その前身である１８８７年設立のヨークシャー・カレッジが、マンチェスターのオーウェン・
カレッジやリヴァプール・カレッジと並んで第三のヴィクトリア大学（英国連邦大学）と呼ばれ
ていた。１９０３年に３校が連盟を解消すると、マンチェスターとリヴァプールはそれぞれ独立した
大学機関となった。あいにくリーズではヨークシャー・カレッジが大学として自立するために必
要な地方自治体からの資金供与が不十分であったので、高度な技術教育のための教育機関を待ち
望んでいた地元の職工たちが不本意ながらも不足分の資金を調達し、１９０４年にリーズ大学が誕生
したのである。美術教育においてはすでに１９世紀中頃から、ヘンリー・コール（Henry Cole,１８０８
―１８８２）らが中心となって立案された政策により、職工訓練のための国営の美術課程が各地方で
開講されていたが、リーズ大学は工業専門学校と医薬系の研究所からなる完全に理工系学部から
構成されていた。そこで、副総長として着任したサドラーは、人文学部を増設して大学を拡大し、
総合大学となることを目指した。
サドラーの任命は市議会にとってはギャンブルだったと言われる。というのも、彼は先進的な

教育学者として尊敬されていたにもかかわらず、リーズではよそ者であったし、社会的には無名
であって、たしかに職工たちが待ち望んだ技術の専門家ではなかったからである。事実、リーズ
大学に着任する以前の教育省におけるサドラーの英国教育改革案は、政治的に難渋させられてき
た経緯があった。１９０２年の教育法の制定と、サドラーが提出した中等教育に関する地方自治体の
詳細な調査報告書は、英国の教育に影響力を及ぼしたにもかかわらず、彼は長い間、政策決定権
をもてなかった。絶望のなかでサドラーは妻メアリーの持参金を絵画収集につぎ込んだ。幸運に
も、彼の妻は裕福なクエイカー教徒の家系の生まれであり、実家はリネン製造業を営んでいた。
メアリーは失意のサドラーを優しく見守り、ヨーロッパの美術市場に没頭させた。ここから彼は、
当時登場したばかりのゴーギャン（Paul Gauguin,１８４８―１９０３）、ヴァン・ゴッホ（Vincent van Gogh,

１８５３―１８９０）、セザンヌ（Paul Cézanne,１８３９―１９０６）を見出した。彼の趣味は、ジョン・セル・コ
ットマン（John Sell Cotman,１７８２―１８４２）やターナー（J. M. W. Turner,１７７５―１８５１）やコンスタ
ブル（John Constable,１７７６―１８３７）のような英国の水彩画家からゴッホやセザンヌなどのポスト
印象派まで幅広く、コレクションの大部分は画商や息子のマイケル（Michael Sadleir,１８８８―１９５７）
に指南されていたように見える（５）。息子のマイケルはロシアのヴァシリー・カンディンスキー
（Wassily Kandinsky,１８６６―１９４４）の作品を英国に紹介したことで知られる。
サドラーの過激な教育観はラグビーでの高校時代やオクスフォード大学トリニティ・カレッジ

の学生時代に培われた。ラグビーでは、彼はトーマス・アーノルド（Thomas Arnold,１７９５―１８４２）
の「ピューリタン的な改革主義」の雰囲気にどっぷりと漬かっており、批判的な思考法や社会改
革へ強い関心をもっていた。オクスフォードでは、トーマス・ヒル・グリーン（Thomas Hill

Green,１８３６―１８８２）の観念論とベンジャミン・ジョーウェット（Benjamin Jowett,１８１７―１８９３）に
よってベリオール・カレッジから広まった社会奉仕の倫理の影響の下で学んだ。しかしそれ以上
にサドラーに刺激を与えたのは、ジョン・ラスキン（John Ruskin,１８１９―１９００）の美学や美術史、
さらには政治経済学の講義であった。ラスキンの講義は彼にとって「言葉では言い表せないほど
素晴らしい。泥中の蓮を見るようだった」とされる（Oliver,１９６３：５）。
ラスキンは、公的な健康と福祉と芸術的な生産と楽しみとの間を区別することを拒んだ。彼の

思想は拡大する「労働者階級の運動」の指導者たちによって素早く吸収されていった。大学の公
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開講座に参加したり、協同組合や労働組合の活動に献身したりしていた思慮深い労働者たちは皆、
ラスキンが功利主義を批判し人道主義的経済学を唱えた著書『この最後の者にも（Unto This

Last）』（１８６０）を手垢のつくほど読み込んでいたのである。当然ながら、ウェストライディング
（１８８９年から１９７４年までのヨークシャー西部の行政区分名）におけるリーズとブラッドフォード
のリベラルな新聞は、ラスキンの著作を公開したり、議論したりするのに多くの紙面を割いてい
た（Hardman,１９８６：１１８―１２３）。
大学を卒業するとサドラーもまた大学拡張運動に夢中になった。この運動は、１８７３年にケンブ

リッジのジョン・スチュワート・ミル（John Stewart Mill,１８０６―１８７３）から始まり、じきに大学
教育の恩恵を労働者へと拡大すべく「逍遥大学（peripatetic university）」のようなオクスフォー
ドの活動に引き継がれた。大学拡張運動は、さらにはリチャード・ヘンリー・トーニー（R. H.

Tawney, １８８０―１９６２）やアレグザンダー・リンジー（Alexander Lindsay,１８７９―１９５２）のような情
熱的な理想主義者によって行われた。彼らは次の数十年にわたる教育改革の指導的発言者であっ
た。サドラー自身が大学の公開講座で担当した授業のなかでも傑出していたのは「労働者階級の
未来」に関してであり、この授業は、資本主義システムに関するマルクスの分析と、代案を提示
していないとはいえ、完全に一致するものであった。サドラーは労働者のための高等教育を促進
すべく１９０３年に設立された労働者教育協会（WEA）を歓迎していたし、加えて教育的に遅れて
いる英国は他のヨーロッパ諸国の展開を学ばねばならないとも考えていた（Fieldhouse,１９９６：
４６―４７）。彼は、産業革命以前の労働形態に霊的な喜びや誇りを見出そうとするラスキンのいささ
か前近代的な思想と、後にイタリア未来派の基底となる近代的なニーチェの思想の両方を併せ持
っていたのである。
サドラーはオクス―ブリッジで推進された大学拡張運動を牽引した人物たちと接触し、多くの

教授陣をリーズに招聘した。ただし先述の美術批評家のフランク・ラターは、一説にはサドラー
の美術コレクションの質と量に魅力を感じて、リーズ市美術館の学芸員を引き受けたとも言われ
ている。

３．サドラーとラターによるポスト印象派の展覧会

これまで、２０世紀英国モダンアートの展開に対する大陸からの影響については、主にフランス・
ポスト印象派を紹介したロジャー・フライ（Roger Fry,１８６６―１９３４）と、このフライを指導者と
仰いだブルームズベリー・グループを通じてのもの、とりわけ１９１０年にロンドンで開催された第
１回ポスト印象派展が大きく取り上げられてきた。その一方で、LACは、１９１３年の展覧会にお
いて、ポスト印象派だけでなく、ヴァシリー・カンディンスキーをはじめとするドイツの２０世紀
初頭美術をも英国に紹介し、その造形理念に関してはフライと同レベルの高い理解を示していた
（Thistlewood,１９８４：２４―２５）。
実際、１９１０年以降の『博物館ジャーナル（The Museum Journal）』に掲載されたリーズ市美術

館の消息を通覧してみると（６）、１９１３年までのリーズ市美術館の展覧会は、地元の作家を中心とし
た自然主義的な絵画であったり、地域産業である印刷を題材にしたものが多かった。しかし、サ
ドラーが魅力を感じたのは、カンディンスキーと LACの若きユダヤ人画家ジェイコブ・クレイ
マー（Jacob Kramer,１８９２―１９６２）の二人の作品だった。サドラーは、彼らの作品が内奥のリア
リティを表現していると確信し、これを「精神性（spirituality）」と呼んだ。息子のマイケルが
購入したカンディンスキーの小品は、１９１１年にフランク・ラターが連合芸術家協会（Allied Artists

Association）で展示したものでもあった。ラターもまたカンディンスキーの無対象絵画の表現に
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魅了されていたのである。マイケルは、カンディンスキーが１９１１年に著した理論書『芸術におけ
る精神的なもの（Über das Geistige in der Kunst）』を英訳し、翌年の１２年に雑誌『Rhythm（リ
ズム）』で発表した。加えて、彼は同時代のポスト印象派へと展開することとなった少なくとも
二つの傾向――マイケルによれば、セザンヌやピカソの構築的な表現と、１９世紀後半の象徴主義
を起源としゴーギャンやカンディンスキーによって完成されたいっそう純粋な形態をもつ抽象表
現――を区別した（Sadleir,１９１４）。この二つ目の傾向こそ、サドラーが「spirituality」を見出し
た表現であって、LACはそれらから大いに刺激を受けたのだった。このような反応はロンドン
を拠点とするロジャー・フライらの趣味とは極めて対照的であった。ロンドンでフライが組織し
た第一回ポスト印象派展でこそ、ゴッホ、ゴーギャンなど表現主義的な作風の絵画が目立ったが、
こうした表現は次の二回展では退けられ、セザンヌやピカソなどマイケルが一つ目に挙げていた
構築的な傾向が重視されたのである。ここに、リーズの前衛芸術の独自性が見出せる。
その一方で、１９１２年にリーズ市美術館に着任したフランク・ラターは、LACのメンバーのポ

スト印象派の芸術に対する関心と、ロンドンのオレイジ主催の雑誌『The New Age』のなかで
発展しつつある新しい美術理論にも注目した（７）。この雑誌には、ウォルター・シッカート（Walter

Sickert,１８６０―１９４２）やウィンダム・ルイス（Wyndham Lewis,１８８２―１９５７）、ジェイコブ・エプス
タイン（Jacob Epstein,１８８０―１９５９）、ゴーディエ・ブルゼスカ（Henri Gaudier―Brzeska,１８９１―１９１５）
などの芸術家が紹介されるばかりでなく、T・E・ヒューム（T. E. Hulme,１８８３―１９１７）やエズラ・
パウンド（Ezra Pound,１８８５―１９７２）などの詩人や哲学者や美術批評家も寄稿していた。『アルフ
レッド・オレイジとリーズ・アーツ・クラブ １８９３年～１９２３年（Alfred Orage and the Leeds Arts

Club,１８９３～１９２３）』（１９９０）の著者トム・スティールによれば、「老朽化した文化の腎臓に与え
た夥しい数のキツいジャブ」といったようなヒュームのモダンアートに関する独創的な主張は、
LACで入念に議論され、カンディンスキーの著作と双璧をなすものとみなされていたとされる（８）。
ヒュームは、幾何学的な抽象を単なるロマン主義の末裔や精神的な表現というよりはむしろ古典
主義に代わる新たなスタンダードと捉えていた。しかしながら、当の LACでは、若きハーバー
ト・リードにおいてさえ、ロマン主義と古典主義は明確には区別されていなかった。リードとジ
ェイコブ・クレイマーとの間でやりとりされた書簡からは、リードが相互に排斥し合うような急
進的な考えよりも新旧の間の弁証法的な緊張関係を好んだことがわかる（Manson, ２００６；
Roberts, １９８３）。こうした葛藤のなかで、１９１３年、先述の通りラターはリーズ市美術館でポスト
印象派展を組織する。サドラーのコレクションからは、ゴーギャンの４作品とセザンヌ、ヴァン・
ゴッホ、クレーの作品、そしてカンディンスキーの《Fragment２for Composition�》が出展さ
れ、ロンドンからは、カムデンタウン・グループのハロルド・ギルマン（Harold Gilman, １８７６―
１９１９）、チャールズ・ジンナー（Charles Ginner, １８７８―１９５２）の作品が取り寄せられた。もちろ
ん、ギルマンやジンナーもまた『The New Age』の熱心な読者であり、そこで繰り広げられる
モダンアートの理論――ヒュームの論説やネオリアリズムの理論、そして「significant form」に
関するラターの考え――を知っており、彼らの絵画表現は LACにおいても定期的に議論された
り、模写されたりしていた（Thistlewood,１９８４：２５―２６）。

４．美術教育と前衛美術の拠点としての地方都市リーズへ

美術教育者としてサドラーは、こうしたポスト印象派展の恩恵を美術学部の学生や LACのメ
ンバーにも享受させ、その結果リーズは前衛美術の拠点として成熟していくことになる。カンデ
ィンスキーがリーズのサドラーに送った作品のなかには、初期の無対象絵画も含まれており、サ
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ドラーはそのうちのいくつかを大学や LACで、学生たちや人々が現代美術の動向を知るための
いわば教材として展示した。興味深いことに、カンディンスキーもまた、彼自身の著作からも明
らかなように、先述のアニー・ベザントの神智学に強く影響されていた。カンディンスキーの言
葉に従いつつ、サドラーは LACのメンバーに絵画であれ音楽であれ自然主義的な再現に頼るこ
となく、自分自身を表現するように促した。さらに、サドラーは、自らのコレクションを学生と
ともに鑑賞することが教育者としての歓びであると考え、自宅に学生たちを招き入れて、彼らに
ヘンリー・ムーアを始めとする「サドラーが見た最初の印象派とポスト印象派」の作品を見せた
（Oliver,１９８９：１７）。１９３２年にサドラーが出版した小冊子『モダンアートと革命（Modern Art and

Revolution）』においては、モダンアートに共感できない年配者に対してこれを歓迎する若者た
ちという世代間の反応のギャップに言及されており、このギャップにサドラーが期待する新時代
の文化への変化の徴候を認めている（Sadler,１９３２：１２）。
他方、LACでは、とりわけ二人の若い画家が素晴らしい才能を開花させた。その一人が既述

のジェイコブ・クレイマーであり、もう一人がブルース・ターナー（Bruce Turner,１８９４―１９６３）
であった。クレイマーはユダヤ系移民で、彼の家族は１９世紀から２０世紀転換期のユダヤ人迫害か
ら逃れてきたウクライナからの亡命者であった。彼
は１９００年からリーズのユダヤ人コミュニティで成長
し、LACに入会するとすぐに頭角を現した。サド
ラーは彼のパトロンとなり、スレイド美術学校で学
べるように経済的に支援した。クレイマーはウィン
ダム・ルイスのヴォーティシズムのグループと展覧
会を行ったこともあるが、決してグループには加わ
らなかった。ハーバート・リードもまたクレイマー
を高く評価し、彼をリーズのみならず「英国最大の
表現主義画家」と呼んでいる。《贖罪の日（The Day

of Atonement）》（１９１９）［図２］は、彼の最高傑作
と言われている。
もう一人の重要な画家ブルース・ターナーと言えば、今日では彼が抽象主義的な作品を制作し

ていたことなどすっかり忘れられてしまっている。リーズの絹織物業で地元では有力者だったト
ム・ヘロン（Thomas Milner Heron,１８９０―１９８３）は、ターナーの作品を収集し宣伝していた。ヘ
ロンは彼の作品に熱中し、これらを「完全なるアヴァンギャルド」と評して、次のように述べた
――「初期の作品におけるターナーは大胆で、知的で、徹底したプロ意識を示していた。私には
それは１９１４年の英国では並ぶものがなかったと思える。ウィンダム・ルイスと比べると、ルイス
は彼ほど絵画的ではなかった、ジンナーやギルマンは保守的過ぎた」（Heron,１９９３：２２３）。不幸
にも、ターナーは第一次世界大戦の間、反戦の意を根気強く唱えためにダートムアに収監され服
役した結果、完全には復活できず、さらには彼の作品のほとんどが消失してしまった。ちなみに
LACの主要メンバーでもあったトム・ヘロンの息子パトリック（Patrick Heron,１９２０―１９９９）は、
後に画家として成功している。
リーズ大学出身者で LACにも関わり理論家として最も活躍したのが、ハーバート・リードで

ある。彼は、学部時代から実験的な美術や因習破壊的な考え方に馴染んでおり、後に LACのニー
チェ主義や他の大陸の哲学が彼の思想基盤を形成したとされる（Thistlewood,１９８４：５３）。ロン
ドンで、リードはエズラ・パウンドや T・S・エリオット（T. S. Eliot,１８８８―１９６５）らのオレイジ

図２ クレイマー《贖罪の日》１９１９年
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のサークルに参加し、『The New Age』の編集をオレイジから引き継いだ。シスルウッドが述べ
ているように、LACを刺激したロマン主義か古典主義か（言い換えれば表現主義かフォーマリ
ズムか）の２極の議論は、リード自身の美学的支柱となっているように見える（Thistlewood,

１９８４：４５―４９）。リードは戦間期に、たとえば、ヘンリー・ムーアやバーバラ・ヘップワースとい
ったヨークシャー出身の作家の彫刻をパブリックアートとして大衆が受け入れる素地を作った。
リードの美術教育の基準は英国の美術学校においても受容され、第二次世界大戦後のリーズ大学
では、エリック・テイラー（Eric Taylor,１９０９―１９９９）の下で継承されている。１９４７年、リードは
ロンドンでも LACのような活動を試みようとローランド・ペンローズ（Roland Penrose, １９００―
１９８４）とともに現代芸術研究所（ICA）を設立した。ICAは現在でもトラファルガー広場北側に
君臨する伝統美術の殿堂であるナショナル・ギャラリーを広場南側から見据えながら健在ぶりを
示している。

おわりに

本稿においては、研究課題のなかでとくにリーズにおけるモダンアートの展開について、首都
ロンドンと異なる趣味――カンディンスキーの無対象絵画を始めとする表現主義的な傾向――を
めぐる理論と実践に注目した。言い換えれば、ロンドンで展開したモダンアートのように抽象表
現を造形として捉えるのではなく、「精神性」と捉えるところにリーズで育成された前衛美術の
特徴があるように思われる。概して、ロンドンのブルームズベリー・グループを中心に展開した
傾向をフランス趣味（francophile）、LACから始まる傾向をドイツ趣味（germanophile）と対比
することもできよう。ただし、それぞれにおいて、内部で繰り広げられた議論は決して一枚岩で
はなかった。一般に、『The New Age』でのモダンアート論争は、「リアリズム」を自然模倣の
再現、すなわち対象重視の見方（写実主義）とするか、あるいは新しい世界の表現、すなわち作
品重視の見方（実在論）とするかのいずれかで揺れてきたと言われてきた（Thistlewood,１９８４：
４２）。しかしながら、本調査を通して見えてきたのは、『The New Age』に感化されていたかに
見える LACにおいてさえ、こうした二項対立がそれほど明確化されてはいなかったということ
である。このことは、本論で確認したように、LACの思想的基盤であるニーチェ主義や神智学
の影響と無関係ではないだろう。その一方で、本課
題を調査するなかで、クエーカー教徒と芸術文化お
よび教育とのコネクションが浮かび上がってきた
［図３］。英国の近代化が工業化と資本形成と結び
ついている以上、この近代化に貢献した富裕層にク
エーカー教徒が多かったという事実、さらにはこの
近代化によって生じた諸問題に積極的に関与した彼
らのフィランソロピー的な活動は無視できない。こ
れまで、クエーカー教徒がモダンアートに関して果
たした役割は、日本のみならず英国本土における先
行研究でもほとんど注目されてこなかった。
もう一つの課題として残されているのは、リーズの芸術・文化政策を英国全体、さらには英米

圏全体の文脈の中で検討することである。地方都市リーズと首都ロンドンは相互に遠く離れた地
域であるとしても、人的には常に密接に結びついており、主導者たちはこの二つの地域を行き来
していた。リーズが輩出した逸材をロンドンは受入れ、受け入れられた人物がさらに力を蓄えて、

図３ 旧クエーカー教徒の礼拝堂
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今度は教育者・支援者としてリーズに再来する。こうした地方都市と首都ならびに他の地域との
人的循環と文化的連関の検討を通じて日本の文化政策に寄与する一つのモデルケースを構築する
ことを次年度の課題としたい。

注
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ェのアフォリズムのいくつかを英訳したものも含まれている――Orage, Friedrich Nietzsche : the

Dionysian Spirit of the Age, T. N. Foulis, 1906 ; Consciousness : Animal, Human and Superman, Theo-

sophical Publishing Society, 1907 ; Nietzsche in Outline & Aphorism , T. N. Foulis, 1907.
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braries and Art Committee, 1913―14 ; City of Leeds Libraries and Arts Committee Annual Report, 1914―

15 ; City of Leeds Libraries and Arts Committee Annual Report, 1915―16 ; City of Leeds Libraries and
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Report of the Libraries & Arts Committee, 1920. これらはすべて２０１６年夏の海外調査で閲覧することが

できたものである。

（７）Cf. Frank Rutter, Since I Was Twenty―Five, London : Constable & Co. Ltd, 1927.

（８）２０１５年夏の海外調査では、リーズ大学附属スタンリー＆オードリー・バートン・ギャラリーにて、著

者のトム・スティール氏にお会いし、日本人には実感することの困難なヨークシャー地方の文化的独自

性、リーズとブラッドフォードなど近郊都市との関係、またリーズ・アーツ・クラブと神智学ならびに

クエーカー教徒との関係など、著作では詳細が不明だった点についてお話を伺うことができた。

図版リスト

［１］リーズ・アーツ・クラブの標識。その後しばらくは建物を書店が使用していたが２０１５年８月では改装

中。

［２］ジェイコブ・クレイマー《贖罪の日》１９１９年、インクと鉛筆、６１．５×９０cm、リーズ市美術館蔵。

［３］リーズ市街地からリーズ大学へ至る途上にある旧クエイカー教徒の礼拝堂。
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